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第 464回広報委員会 会議次第 
 

 

                          期日：令和 7年 5月 21日 

                          時間：理事会終了後 

 

 

１．協  議 

 

  （１）「公私病連ニュース」第 562号（令和 7年 6月 1日号）の編集について 

 

  （２）「いろ鉛筆」の執筆の分担について 

 

※「いろ鉛筆」４８４文字以上～４８８文字以内（空白含まず） 

 

加藤幸男 原 澤 瀬 戸 加藤 誠 中嶋昭 

令和７年 

１月１日号 
２月１日号 ３月１日号 ４月１日号 ５月１日号 

６月１日号 ７月１日号 ８月１日号 ９月１日号 １０月１日号 

１１月１日号 １２月１日号 
令和８年 

１月１日号 
２月１日号 ３月１日号 

４月１日号 ５月１日号 ６月１日号 ７月１日号 ８月１日号 

 

 

 

 

 

 

 （参考）広報委員会委員（全８名） 

     担当副会長：中嶋昭副会長（→令和 5年 6/14から顧問に就任） 

     委 員 長：瀬戸顧問 

     委   員：邉見会長、行天・加藤（誠）・加藤（幸）顧問、 

           渡邉・原澤特別参与 

 

６月号 

Ｐ.1

Ｐ.1
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令和 7年 5月 21日 

 

「公私病連ニュース」第 562号 

（令和 7年 6月 1日発行） 

編 集 計 画（案） 

 

 第 １ 面  

 １．第３５回「国民の健康会議」開催へ 

 

 ２．時  評：鎌田常務理事（神奈川県厚農連 伊勢原協同病院） 

 

 ３．いろ鉛筆：顧問 加藤幸男先生 

 

 

 第 ２ 面  

 １．中医協、令和８年度診療報酬改定の議論を開始するにあたり、 

   医療機関を取り巻く状況が報告された。 

 

   ・利益率の低下。 

   ・職員の給与額上昇も、産業全体の平均に届かず。 

   ・材料費、委託費、建築費の増加。 

 

 

 第 ３ 面  

 １．財務省「財政制度等審議会・財政制度分科会」 

   令和８年度診療報酬改定に向けた議論の方向性を明示 

 

   ・社会保障制度の持続性を確保する観点から、医療・介護の保険料率の上昇を 

    最大限抑制する必要がある。 

   ・病院勤務医から開業医へのシフトを起こすことのないよう、診療報酬体系の 

    見直しを図るべき。 

   ・地域別診療報酬の仕組みを活用し、診療所過剰地域から診療所不足地域への 

    医療資源をシフトしていくべき。 

 

 

 第 ４ 面  

 １．今月の１冊：邉見会長 

 

 ２．連盟「第 35回診療報酬請求事務セミナー（7月･WEB開催）」のお知らせ 

 

 ３．広  告：㈱公私病連共済会 

  

Ｐ.2

Ｐ.2
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「時評」スケジュール  ※「時評」（タイトルは含まずに）９２０文字程度 

 

※令和７年      １月  邉見会長の年頭所感 と 

               加盟８団体の会長の年頭所感 

                ①自治体 望月会長（連盟副会長） 

                ②公 立 辻井会長（連盟副会長） 

                ③厚生連 長谷川会長 

                ④日 赤 牧野会長（連盟副会長） 

                ⑤済生会 三角会長（連盟副会長） 

                ⑥岡 山 重井会長（連盟副会長） 

                ⑦日私病 中村会長（連盟副会長） 

                ⑧公精協 北村会長（連盟副会長） 

           ２月  副会長   浦田先生（JA愛知県厚生連 安城厚生病院） 

 

           ３月  理  事 髭 修平 先生（札幌厚生病院） 

           ４月  理  事 中瀬真治 先生（鈴鹿厚生病院） 

 

           ５月  ①新谷先生 

           ６月  ②鎌田先生 

           ７月  邉見会長の総会挨拶 

           ８月  ③中野先生 

           ９月  ④川嶋先生 

          １０月  ⑤佐能先生 

          １１月  ⑥女屋先生 

          １２月  ６月の総会で就任した新任の先生 

※令和８年      １月  邉見会長の年頭所感 

           ２月  副会長 浦田先生 

           ３月  ６月の総会で就任した新任の先生 

 

 

 【参考】連盟・常務理事 

常務理事 野村 幸博 総合病院国保旭中央病院 院長（11月号で書いて頂いた） 

常務理事 ①新谷 史明 いわき市病院事業管理者 

常務理事 ②鎌田 修博 神奈川県厚農連 伊勢原協同病院 院長 

常務理事 ③中野  実 前橋赤十字病院 院長 

常務理事 ④川嶋成乃亮 大阪府済生会中津医療福祉センター 総長 

常務理事 ⑤佐能 量雄 社会医療法人 光生病院 理事長・院長 

常務理事 佐々木 敬 佐々木研究所 理事長（12月号で書いて頂いた） 

常務理事 ⑥女屋 光基 国立病院機構 下総精神医療センター 院長 

 

 

以上 

※厚生連の連盟副会長 

６月の総会で就任

した新任の先生 

Ｐ.3

Ｐ.3



 
 

 

第 465回広報委員会 会議次第 
 

 

                          期日：令和 7年 6月 11日 

                          時間：理事会終了後 

 

 

１．協  議 

 

  （１）「公私病連ニュース」第 563号（令和 7年 7月 1日号）の編集について 

 

  （２）「いろ鉛筆」の執筆の分担について 

 

※「いろ鉛筆」４８４文字以上～４８８文字以内（空白含まず） 

 

加藤幸男 原 澤 瀬 戸 加藤 誠 中嶋昭 

令和７年 

１月１日号 
２月１日号 ３月１日号 ４月１日号 ５月１日号 

６月１日号 ７月１日号 ８月１日号 ９月１日号 １０月１日号 

１１月１日号 １２月１日号 
令和８年 

１月１日号 
２月１日号 ３月１日号 

４月１日号 ５月１日号 ６月１日号 ７月１日号 ８月１日号 

 

 

 

 

 

 

 （参考）広報委員会委員（全８名） 

     担当副会長：中嶋昭副会長（→令和 5年 6/14から顧問に就任） 

     委 員 長：瀬戸顧問 

     委   員：邉見会長、行天・加藤（誠）・加藤（幸）顧問、 

           渡邉・原澤特別参与 

 

７月号 

Ｐ.4

Ｐ.4



 
 

令和 7年 6月 11日 

 

「公私病連ニュース」第 561号 

（令和 7年 7月 1日発行） 

編 集 計 画（案） 

 

 

 第 １ 面  

 １．「令和 7年度（第 66回）全国公私病院連盟・定時総会」を開催 

 

 ２．会長所信：邉見会長 

 

 ３．いろ鉛筆：原澤特別参与 

 

 

 第 ２ 面  

 １．定時総会「決議」 

 

 

 第 ３ 面  

 １．役員名簿（顔写真入り） 

  

 

 

 第 ４ 面  

 １．今月の１冊：邉見会長 

 

 ２．広  告：㈱公私病連共済会 

 

Ｐ.5

Ｐ.5



 （１） ２０２３年（令和５年）７月１日（土曜日） 公私病連ニュース  第５３９号

発 行 所

一般社団法人全国公私病院連盟
東京都渋谷区神宮前２-６-１

食品衛生センター４階（１５０-０００１）

TEL０３（３４０２）３８９１  FAX０３（３４０２）４３８９

編　　　集

広 報 委 員 会
毎月１日発行　年間購読料１，０００円

（購読料は会費に含まれます。）

　
　
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

４０
後
期
高
齢
者
の
増
加
を
見
据

え
、「
か
か
り
つ
け
医
（
カ

医
）
」
制
度
に
つ
い
て
長
く

議
論
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
必
要
性
が
顕
に
な
り
、

骨
太
の
方
針
で
も
採
り
あ
げ

ら
れ
た
。
ど
ん
な
病
気
で
も

ま
ず
相
談
で
き
る
カ
医
を
身

近
に
持
つ
制
度
実
現
の
た
め

に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

カ
医
の
認
定
、
登
録
、
情
報

公
開
に
つ
い
て
、
日
医
、
健

保
、
省
庁
で
見
解
の
相
違
が

あ
り
、
ま
だ
着
地
点
が
見
え

な
い
▼
カ
医
機
能
と
し
て
幅

広
い
診
療
領
域
に
対
応
で
き

る
能
力
が
必
須
だ
が
、
わ
が

国
で
は
元
々
の
専
門
医
が
開

業
し
各
専
門
診
療
科
を
標
榜

す
る
歴
史
が
あ
り
、
分
野
に

偏
ら
な
い
総
合
医
は
多
く
は

な
い
。
欧
州
に
習
え
ば
、
専

門
医
と
一
般
医
を
研
修
段
階

で
振
り
分
け
、
半
数
ず
つ
養

成
す
る
教
育
の
大
改
革
が
必

要
だ
が
、
そ
れ
に
は
長
い
年

月
を
要
す
る
。
現
状
に
鑑

み
、
カ
医
へ
の
緩
い
登
録
制

度
の
下
に
複
数
の
専
門
科
受

診
を
容
認
し
、
面
と
し
て
対

応
す
る
意
見
が
あ
る
▼
診
療

所
の
地
域
偏
在
も
深
刻
で
、

東
京
と
北
海
道
過
疎
地
で
は

人
口
比
密
度
で
　
倍
も
の
開

１０

き
が
あ
る
。
独
仏
並
み
の
規

制
に
よ
る
配
置
調
整
は
難
し

い
だ
ろ
う
が
、
病
院
、
診
療

所
、
患
者
と
も
に
享
受
し
て

き
た
自
由
度
の
高
い
日
本
の

医
療
が
曲
が
り
角
に
き
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
。
地
域

包
括
ケ
ア
の
要
を
カ
医
が
担

う
シ
ス
テ
ム
の
早
期
の
実
現

が
待
た
れ
る
。 億
 （
Ｓ
・
Ｓ
）

　
こ
の
度
、
計
ら
ず
も

「
会
長
と
し
て
も
う
少
し

頑
張
れ
」
と
会
長
再
任
の

大
役
を
仰
せ
付
か
り
ま
し

た
。
来
年
４
月
の
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
ト

リ
プ
ル
改
定
に
向
け
て
頑

張
れ
と
い
う
エ
ー
ル
か
と

受
け
取
っ
て
お
り
ま
す
。

相
澤
孝
夫
日
本
病
院
会
会

長
初
め
、
他
の
病
院
団
体

も
異
例
の
続
投
が
大
勢
で

す
の
で
、
無
能
な
私
も
そ

れ
に
倣
え
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　
新
た
な
事
務
局
体
制
の

も
と
、
長
年
住
み
慣
れ
た

事
務
所
も
建
築
基
準
法
の

耐
震
基
準
以
下
で
取
り
壊

す
た
め
、
年
明
け
に
は
浅

草
へ
移
転
予
定
。
色
々
と

慎
重
か
つ
無
難
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
無
事
こ
れ
名
馬
僑
か
も

で
す
ね
。

　
来
年
は
当
連
盟
の
創
立

　

周

年

で

６０す
。
今
年
の

総
会
が
第
　６４

回
だ
っ
た
の

で
、　

周
年

６５

と
会
長
挨
拶

で
早
合
点
し

て
新
会
長
失

言
集
第
一
号

に
登
録
さ
れ
た
様
で
す
。

是
非
多
く
の
仲
間
と
一
緒

に
祝
い
た
い
と
念
じ
て
お

り
ま
す
。
少
し
で
も
一
瞬

で
も
関
わ
り
の
あ
っ
た
方

に
は
、
是
非
ご
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
会
の
組
織
強
化

に
つ
い
て
で
す
が
、
構
成

団
体
に
中
島
豊
爾
会
長
の

日
本
公
的
病
院
精
神
科
協

会
を
加
え
８
団
体
と
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
頑
張
っ

て
も
う
２
つ
増
や
し
　
団
１０

体
を
目
指
し
ま
す
。
団
体

相
互
の
絆
を
強
め
る
べ

く
、
各
団
体
の
学
会
や
総

会
に
は
他
の
加
盟
団
体
代

表
が
勝
手
連
的
に
押
し
掛

け
る
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
　
ま
た
、
光
熱
費
や
食
材

等
す
べ
て
の
物
価
の
高
騰

に
鑑
み
、
納
入
業
者
や
関

連
業
界
を
賛
助
会
と
し
て

取
り
込
み
、
巻
き
込
み
、

引
き
込
む
構
想
を
検
討
中

で
す
。
相
手
の
あ
る
事
で

す
の
で
、
Ｗ
ｉ
ｎ-

 
Ｗ
ｉ

ｎ
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
民
の
負
託

に
こ
た
え
る
国
会
議
員
こ

そ
味
方
に
し
な
け
れ
ば
、

病
院
の
窮
状
を
一
般
市
民

は
理
解
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
欲
張
り
村
の
村
長
さ

ん
と
誤
解
さ
れ
る
の
が
落

ち
で
す
。
報
道
の
自
由
度

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
　
位
６８

（
統
一
教
会
報
道
が
評
価

さ
れ
た
の
か
　
位
か
ら
３

７１

つ
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
）
の
我

が
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
医

療
界
の
窮
状
を
伝
え
ま
せ

ん
。
前
世
紀
か
ら
ず
っ
と

そ
の
被
害
者
で
あ
り
続
け

て
い
る
の
が
、
我
々
病
院

界
な
の
で
す
。
医
療
は
医

師
会
中
心
で
あ
る
と
曲
解

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
と
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。
勤
務
医
の
働
き
方
改

革
な
の
に
医
師
の
働
き
方

改
革
。
こ
れ
で
は
歯
ぐ
き

を
磨
く
の
に
歯
磨
き
を
勧

め
て
い
る
様
な
も
の
と
同

じ
で
す
。

　
国
民
の
健
康
会
議
は
昨

年
度
か
ら
再
開
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
も
日
本

教
育
会
館
「
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
」
で
行
天
良
雄
先
生
の

総
合
司
会
で

「
少
子
化
を

考
え
る
～
こ

ど
も
た
ち
は

何
処
へ
行
っ

た
？
～
」
を

テ
ー
マ
に
し

て
開
催
し
ま

す
。
ア
メ
リ

カ
の
賢
人
イ
ー
ロ
ン
・
マ

ス
ク
氏
か
ら
消
滅
予
定
国

家
と
名
指
し
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
を
ど
う
再
興
さ
せ

る
か
。
皆
様
と
熱
く
議
論

さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
例

年
、
若
い
女
性
の
参
加
が

少
な
い
の
で
、
是
非
お
誘

い
し
て
子
供
と
一
緒
に
多

く
の
皆
様
方
の
御
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
移
動
理
事
会
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
は

岡
田
俊
英
監
事
に
お
世
話

頂
き
、
大
変
有
意
義
な
会

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
園
田
孝
志
顧
問
、
来
年

度
は
浦
田
士
郎
副
会
長
が

担
当
し
て
下
さ
る
予
定
で

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
役
員
は
一
騎
当
千
の

能
力
の
高
い
方
々
ば
か
り

で
す
の
で
、
役
職
員
、
力

を
併
せ
て
活
力
あ
る
業
務

運
営
を
進
め
て
行
く
所
存

で
す
。
会
員
諸
兄
姉
の
御

指
導
御
支
援
を
謹
ん
で
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
赤
穂
市
民
病
院
・
名
誉

院
長
）

頃

墾

困

婚

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤

坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤
坤

会
　
長
　
所
　
信

邉
見
公
雄
会
長
を
再
選

入
院
基
本
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
決
議

読
し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
最
後
に
小
熊
豊
副
会

長
（
砂
川
市
立
病
院
・
名
誉

院
長
）
が
閉
会
挨
拶
を
行
っ

て
総
会
は
終
了
し
、会
場
を
移

し
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

邉
見
会
長
の
再
選
が
了
承
さ

れ
て
い
る
。

　
な
お
、
再
開
さ
れ
た
総
会

で
第
５
号
議
案
の
「
決
議
案
」

を
園
田
孝
志
副
会
長
（
済
生

会
唐
津
病
院
・
院
長
）
が
朗

の
候
補
者
が
了
承
さ
れ
た

後
、
「
会
長
・
副
会
長
・
常
務

理
事
」
の
互
選
を
行
う
た
め

に
総
会
を
一
時
中
断
し
て
改

選
後
の
新
理
事
に
よ
る
臨
時

の
「
理
事
会
」
が
開
催
さ
れ
、

監
査
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

上
程
さ
れ
た
「
令
和
４
年
度

当
期
未
処
分
残
余
金
処
分
計

算
書
案
」
と
一
括
し
て
了
承

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
３
月
の
理
事
会

で
す
で
に
承
認
を
受
け
て
い

た
「
令
和
５
年
度
事
業
計
画

書
」
と
「
令
和
５
年
度
収
支

予
算
書
」
に
つ
い
て
、
難
波

義
夫
副
会
長
（
金
光
病
院
理

事
長
・
院
長
）
と
牧
野
憲
一

副
会
長
（
旭
川
赤
十
字
病
院
・

院
長
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
本
年
度
は
２
年

に
１
度
の
改
選
期
に
あ
た
る

た
め
第
３
号
議
案
の
「
役
員

の
選
任
案
」
が
邉
見
会
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
加
盟
団
体
か

ら
推
薦
さ
れ
た
理
事
と
監
事

案
、
財
産
目
録
案
」
は
、
中

嶋
昭
副
会
長
（
玉
川
病
院
・

理
事
長
）
か
ら
上
程
さ
れ
、

遠
山
正
博
監
事
（
佐
倉
厚
生

園
病
院
・
名
誉
院
長
）
よ
り

石
原
淳
副
会
長
（
平
塚
市
病

院
事
業
管
理
者
）
よ
り
上
程

が
あ
り
了
承
さ
れ
、
第
２
号

議
案
の
「
令
和
４
年
度
収
支

計
算
書
案
、
貸
借
対
照
表

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

両
氏
に
よ
り
そ
の
後
の
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
の
「
令
和
４

年
度
事
業
報
告
書
案
」
は
、

し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
富
所
隆
副
会
長

（
長
岡
中
央
綜
合
病
院
・
名

誉
院
長
）
が
開
会
宣
言
を
行

っ
た
後
、
邉
見
公
雄
会
長
が

開
会
挨
拶
を
行
っ
た
。
次
に

議
長
団
の
選
出
が
行
わ
れ
、

事
前
に
全
国
自
治
体
病
院
協

議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
て
い
た

松
岡
伸
一
先
生
（
苫
小
牧
市

立
病
院
・
院
長
）
と
全
国
厚

生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
か

ら
推
薦
さ
れ
て
い
た
渡
辺
仁

先
生
（
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
佐

久
総
合
病
院
・
統
括
院
長
）

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の

「
定
時
総
会
」
が
６
月
　
日
１４

（
水
）
に
「
全
国
町
村
会
館
」

で
開
催
さ
れ
た
。
連
盟
の
役

員
の
任
期
は
２
年
間
で
本
年

が
改
選
の
年
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
互
選
を
行
っ
た

結
果
、
邉
見
公
雄
会
長
（
赤

穂
市
民
病
院
・
名
誉
院
長
）

が
再
選
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
総
会
で
は
入
院
基
本
料

の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

る
な
ど
５
項
目
に
わ
た
る

『
決
議
』（
２
面
に
全
文
を

掲
載
）
を
満
場
一
致
で
採
択

令和５年度（第６４回）定時総会のもよう

一
般
社
団
法
人

　
全
国
公
私
病
院
連
盟

会
　
長
　

邉
　
見
　
公
　
雄

【
  記
念
講
演
  】

尾
身
  茂
  先
生
が
講
演

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の

「
定
時
総
会
」
に
先
立
ち
、

尾
身
茂
先
生
（
公
益
財
団
法

人
結
核
予
防
会
・
理
事
長
）

を
お
迎
え
し
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
こ
れ
ま
で
」
を

テ
ー
マ
に
「
記
念
講
演
」
が

行
わ
れ
た
。

　
尾
身
先
生
は
、
我
が
国
に

お
け
る
対
策
の
特
徴
、
そ
の

評
価
、
直
面
し
た
課
題
に
つ

い
て
解
説
し
、
こ
れ
か
ら
の

見
通
し
に
つ
い
て
見
解
を
述

べ
た
。

参考：２年前の７月号 
Ｐ.6

Ｐ.6
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決
　
議

　
世
界
情
勢
と
異
例
の
円
安

な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料

な
ど
輸
入
を
中
心
と
す
る
物

価
高
が
我
が
国
を
襲
っ
て
お

り
、
我
々
病
院
も
光
熱
費
や

入
院
患
者
の
食
材
・
医
療
材

料
な
ど
を
中
心
に
未
曾
有
の

高
騰
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
昨
年
４
月
の
診
療
報

酬
改
定
は
実
質
マ
イ
ナ
ス
で

あ
り
、
過
去
　
年
間
を
振
り

１５

返
っ
て
も
殆
ど
上
昇
し
て
い

な
い
。

　
特
に
食
事
療
養
費
は
人
生

１
０
０
年
時
代
で
高
齢
者
や

障
害
者
に
対
し
て
き
ざ
み

食
、
と
ろ
み
食
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
策
な
ど
多
種
少
量
で
多

大
な
手
間
と
技
術
を
費
や
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
全

く
評
価
さ
れ
て
お
ら
ず
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
極
め

て
悪
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

少
種
大
量
生
産
、
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
的
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
的
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
業
界

で
さ
え
数
回
値
上
げ
し
て
い

る
の
に
病
院
は
い
か
が
か
と

栄
養
士
や
調
理
師
か
ら
問
わ

れ
る
事
も
多
い
。
医
食
同
源

で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の

が
こ
の
分
野
で
あ
り
、
こ
の

分
野
を
評
価
し
な
い
と
回
復

治
癒
が
遅
れ
入
院
日
数
の
短

縮
に
繋
が
ら
な
い
。

　
病
院
は
医
療
安
全
や
チ
ー

ム
医
療
、
快
適
療
養
、
効
率

化
、
働
き
方
改
革
、
地
域
連

携
な
ど
で
臨
床
工
学
士
、
診

療
情
報
管
理
士
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
補
助
者

等
々
、
多
職
種
の
人
材
を
採

用
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ

ら
は
殆
ど
評
価
さ
れ
て
お
ら

ず
、
評
価
さ
れ
て
も
微
々
た

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
政
府
の
唱
え
る

「
新
し
い
資
本
主
義
」
達
成

の
た
め
に
は
、
そ
の
中
核
部

隊
で
あ
る
医
療
・
介
護
に
対

し
て
手
厚
い
処
遇
が
絶
対
必

要
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
。

故
に
入
院
基
本
料
の
大
幅
ア

ッ
プ
を
希
望
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
な
お
、
介
護
報
酬
に

対
し
て
も
人
材
確
保
の
た
め

に
は
抜
本
的
改
善
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
に
鑑
み
本
連

盟
で
は
、
効
率
至
上
主
義
、

経
済
財
政
を
重
視
し
て
き
た

昨
今
の
政
策
か
ら
の
転
換
を

強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
国

民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心

で
き
る
社
会
的
共
通
資
本
と

し
て
の
医
療
制
度
を
確
立
す

る
た
め
に
も
、
次
の
事
項
の

実
現
を
期
し
、
こ
こ
に
決
議

す
る
。

記

　
１
．
診
療
報
酬
に
関
す
る

こ
と

（
１
）
食
材
・
医
療
材
料
な

ど
を
中
心
に
未
曾
有
の
高
騰

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
病

院
の
原
資
で
あ
る
入
院
基
本

料
は
過
去
　
年
間
殆
ど
上
昇

１５

し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
今
回
政
府
の
唱
え

る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の

中
核
を
な
す
医
療
・
介
護
職

に
対
し
て
手
厚
い
処
遇
（
給

与
の
引
き
上
げ
等
）
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
入
院
基

本
料
の
大
幅
ア
ッ
プ
を
要
望

す
る
。

（
２
）
ま
た
、
診
療
報
酬
改

定
の
議
論
は
、
社
会
保
障
審

議
会
の「
医
療
保
険
部
会
」で

の
議
論
が
い
つ
も
先
行
し
、

「
医
療
部
会
」が
こ
れ
を
後
追

い
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、

事
業
計
画
よ
り
収
支
予
算
あ

り
き
の
議
論
に
な
っ
て
い
る

の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
決
め
ら
れ
た
「
診

療
報
酬
改
定
の
基
本
方
針
」

が
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
（
中
医
協
）
の
議
論
の

終
盤
に
提
示
さ
れ
、
診
療
報

酬
改
定
率
も
年
末
の
慌
た
だ

し
い
予
算
編
成
過
程
で
決
定

さ
れ
る
た
め
、
中
医
協
で
の

検
討
内
容
が
十
分
に
反
映
さ

れ
難
く
な
っ
て
い
る
う
え

に
、
改
定
点
数
や
具
体
的
内

容
等
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
行

わ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
や
公
聴
会
の
開
催

も
形
骸
化
し
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
の

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会

保
障
審
議
会
「
医
療
部
会
」

と
「
中
医
協
」
の
議
論
を
先

行
さ
せ
、
そ
の
議
論
に
基
づ

き
社
会
保
障
審
議
会
「
医
療

保
険
部
会
」
で
の
議
論
を
進

め
る
べ
き
で
あ
り
、
加
え

て
、
予
算
原
案
提
示
前
に
改

定
予
定
項
目
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
を
国
民
に
示
す
と
と
も

に
、
そ
の
積
算
根
拠
を
明
ら

か
に
し
、
広
く
国
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
十
分
な
時
間

と
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

（
３
）
な
お
、
中
・
長
期
的

に
は
、
病
院
と
診
療
所
の
診

療
報
酬
体
系
を
別
に
す
る
こ

と
の
検
討
も
始
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　
２
．
医
療
に
掛
か
る
控
除

対
象
外
消
費
税
に
関
す
る
こ

と　
医
療
に
掛
か
る
消
費
税
を

無
税
と
し
て
い
る
た
め
の
問

題
点
、
矛
盾
点
な
ど
は
繰
り

返
し
指
摘
し
、
根
本
的
解
決

す
な
わ
ち
課
税
へ
の
転
換
を

要
望
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
無
税
か
ら
課
税
へ
の

国
民
の
反
発
、
過
去
に
重
積

し
て
し
ま
っ
て
い
る
診
療
報

酬
へ
の
上
乗
せ
に
よ
る
補
填

の
解
消
が
困
難
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
を
理
由
に
放
置
を

続
け
て
き
た
。

　
し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う
消
費
税
に
対
し
、
そ
の
度

ご
と
に
行
わ
れ
る
診
療
報
酬

に
よ
る
補
填
作
業
、
各
医
療

機
関
に
お
け
る
納
税
作
業
及

び
補
填
の
妥
当
性
の
検
証
な

ど
理
不
尽
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

強
い
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
広
く
国
民
に

対
し
消
費
税
は
最
終
消
費
者

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
説
得
し
、
医
療
に
掛
か
る

控
除
対
象
外
消
費
税
は
課
税

と
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。
　
な
お
、
過
去
の
診
療
報
酬

補
填
分
に
関
し
て
は
２
年
ご

と
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
っ

て
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
と
考
え
る
。

　
３
．
医
師
の
偏
在
是
正
及

び
医
師
の
働
き
方
改
革
の
対

応
に
つ
い
て

　
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

等
が
適
用
さ
れ
る
が
、
大
学

病
院
か
ら
医
師
を
引
き
揚
げ

ら
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
。
特
に
、
地
方
の
病
院

は
、
医
師
確
保
が
一
層
困
難

に
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥

り
、
地
域
医
療
を
維
持
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
ご
と
の

医
師
偏
在
の
実
態（
診
療
科
、

病
院
と
診
療
所
、
昼
夜
等
）

や
、
医
療
現
場
の
取
組
の
現

状
（
労
働
時
間
、
宿
日
直
許

可
の
取
得
や
医
師
の
業
務
改

善
状
況
、
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
及
び
タ
ス
ク
・
シ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
推
進
等
）
を
把

握
し
て
、
必
要
に
応
じ
柔
軟

に
実
効
性
（
即
効
性
）
の
あ

る
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
地
域
医
療
の
確
保
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
必
要
な

配
慮
を
す
る
こ
と
。

　
４
．
医
療
Ｄ
Ｘ
（
電
子
カ

ル
テ
な
ど
）
に
関
す
る
こ
と

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は
今
後
さ
ら
に

展
開
し
重
要
性
が
増
す
。
中

で
も
多
職
種
に
よ
る
共
同
活

動
が
進
む
病
院
医
療
に
お
い

て
、
電
子
カ
ル
テ
は
指
示
の

徹
底
、
情
報
の
共
有
、
複
数

に
よ
る
安
全
確
認
な
ど
最
重

要
機
器
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
地
域
医
療
体
制
や
医
療
連

携
が
進
む
現
状
に
と
っ
て
情

報
交
換
は
正
確
で
迅
速
で
あ

る
必
要
が
あ
り
、
電
子
カ
ル

テ
は
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
が
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ

に
は
期
待
し
て
い
る
が
、
診

療
報
酬
改
定
の
度
に
起
こ
る

ソ
フ
ト
の
改
変
、
約
５
年
ご

と
と
さ
れ
る
機
種
の
更
新
な

ど
の
病
院
負
担
は
多
大
で
あ

り
、
健
全
な
医
療
活
動
を
圧

迫
し
て
い
る
。ま
た
、サ
イ
バ

ー
攻
撃
対
策
は
高
い
費
用
を

要
し
、
現
在
の
診
療
報
酬
で

は
地
方
の
中
小
病
院
を
は
じ

め
多
く
の
病
院
に
は
実
施
不

可
能
で
あ
る
の
で
、こ
れ
ら
費

用
の
公
的
支
援
を
要
望
す
る
。

　
５
．
感
染
症
対
策
に
つ
い

て　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
５
類
変

更
後
も
引
き
続
き
、
同
感
染

症
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制

（
病
床
の
確
保
、
検
査
、
人

材
の
確
保
・
教
育
等
）
を
維

持
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
い

る
の
で
、
現
在
措
置
さ
れ
て

い
る
診
療
報
酬
上
の
特
例
を

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

ま
で
継
続
す
る
と
と
も
に
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

必
要
に
応
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
補
助

事
業
を
継
続
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
第
８
次
医
療
計
画

に
お
い
て
、
新
興
感
染
症
の

発
生
・
ま
ん
延
時
に
感
染
症

対
応
と
通
常
の
医
療
を
両
立

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た

め
に
都
道
府
県
と
医
療
機
関

が
病
床
確
保
等
の
協
定
を
結

ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
医
療
機

関
へ
の
財
政
的
な
支
援
、
人

材
確
保
や
養
成
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
上
記
決
議
す
る
。

　
　
令
和
５
年
６
月
　
日
１４

　
　
全
国
公
私
病
院
連
盟

　
　
令
和
５
年
度
定
時
総
会

全
国
公
私
病
院
連
盟

定
時
総
会「
決
議
」

令
和
５
年
６
月
　
日
１４

解

廻

塊

快

回回回回回回回

回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
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 （３） ２０２３年（令和５年）７月１日（土曜日） 公私病連ニュース  第５３９号

　
６
月
　
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
全
国
公
私
病

１４

院
連
盟
「
定
時
総
会
」
で
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
は
邉
見
公
雄
氏
（
赤
穂
市
民
病
院
・
名
誉

院
長
）
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
名
誉
会
長

・
顧
問
・
特
別
参
与
の
推
戴
も
同
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
各
名
簿
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
般
社
団
法
人

全
国
公
私
病
院
連
盟

役
員
名
簿

会
　
長
＝
邉
見
公
雄
（
赤
穂

市
民
病
院
・
名
誉
院
長
）

副
会
長
＝
小
熊
　
豊
（
砂
川

市
立
病
院
・
名
誉
院
長
）

副
会
長
＝
牧
野
憲
一
（
旭
川

赤
十
字
病
院
・
院
長
）

副
会
長
＝
三
角
隆
彦
（
神
奈

川
県
済
生
会
横
浜
市
東
部
病

院
・
院
長
）

常
務
理
事
＝
海
保
　
隆
（
国

保
直
営
総
合
病
院
君
津
中
央

病
院
・
院
長
）

常
務
理
事
＝
川
嶋
成
乃
亮

（
大
阪
府
済
生
会
中
津
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
総
長
）

副
会
長
＝
辻
井
正
彦
（
地
方

独
立
行
政
法
人
市
立
東
大
阪

医
療
セ
ン
タ
ー
・
総
長
）

副
会
長
＝
浦
田
士
郎
（
愛
知

県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
安
城
更
生
病
院
・
名
誉
院

長
）

副
会
長
＝
難
波
義
夫
（
医
療

法
人
社
団
同
仁
会
金
光
病
院

理
事
長
・
院
長
）

副
会
長
＝
中
村
哲
也
（
医
療

法
人
社
団
明
芳
会
板
橋
中
央

総
合
病
院
・
理
事
長
）

常
務
理
事
＝
新
谷
史
明
（
い

わ
き
市
病
院
事
業
管
理
者
）

常
務
理
事
＝
水
上
泰
延
（
静

岡
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
遠
州
病
院
・
名
誉
院
長
）

常
務
理
事
＝
佐
能
量
雄
（
社

会
医
療
法
人
光
生
病
院
理
事

長
・
院
長
）

常
務
理
事
＝
女
屋
光
基
（
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

下
総
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・

院
長
）

副
会
長
＝
中
島
豊
爾
（
地
方

独
立
行
政
法
人
岡
山
県
精
神

科
医
療
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・

名
誉
院
長
）

常
務
理
事
＝
中
野
　
実
（
前

橋
赤
十
字
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
木
原
康
樹
（
地
方

独
立
行
政
法
人
神
戸
市
民
病

院
機
構
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
鎌
田
修
博
（
神
奈

川
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
伊
勢
原
協
同
病
院
・
院

長
）

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

理
　
事
＝
黒
田
啓
史
（
地
方

独
立
行
政
法
人
京
都
市
立
病

院
機
構
京
都
市
立
病
院
・
院

長
）

理
　
事
＝
松
浦
　
弘
（
福
岡

県
済
生
会
福
岡
総
合
病
院
・

院
長
）

理
　
事
＝
辻
　
尚
志
（
岡
山

赤
十
字
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
中
房
祐
司
（
福
岡

赤
十
字
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
相
馬
正
義
（
公
益

財
団
法
人
佐
々
木
研
究
所
附

属
杏
雲
堂
病
院
・
前
院
長
）

理
　
事
＝
石
川
悦
久
（
御
殿

場
石
川
病
院
・
理
事
長
）

理
　
事
＝
内
藤
嘉
之
（
介
護

老
人
保
健
施
設
く
に
さ
き
苑

・
施
設
長
）

監
　
事
＝
岡
田
俊
英
（
石
川

県
立
中
央
病
院
・
院
長
）

監
　
事
＝
伊
藤
　
博
（
深
谷

赤
十
字
病
院
・
院
長
）

理
　
事
＝
北
村
　
立
（
石
川

県
立
こ
こ
ろ
の
病
院
・
院
長
）

監
　
事
＝
遠
山
正
博
（
公
益

財
団
法
人
日
産
厚
生
会
佐
倉

厚
生
園
病
院
・
名
誉
院
長
）

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

枝
市
立
総
合
病
院
・
名
誉
院

長
）

特
別
参
与
＝
渡
邉
古
志
郎

（
横
浜
市
立
市
民
病
院
・
名

誉
院
長
）

特
別
参
与
＝
原
澤
　
茂
（
済

生
会
川
口
総
合
病
院
・
名
誉

院
長
）

赤
十
字
病
院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
吉
田
茂
夫
（
北
見

赤
十
字
病
院
　
名
誉
院
長
・

特
別
顧
問
）

顧
　
問
＝
寺
坂
禮
治
（
福
岡

赤
十
字
病
院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
石
原
　
淳
（
平
塚

市
病
院
事
業
管
理
者
）

顧
　
問
＝
富
所
　
隆
（
Ｊ
Ａ

新
潟
厚
生
連
長
岡
中
央
綜
合

病
院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
園
田
孝
志
（
済
生

会
唐
津
病
院
・
院
長
）

顧
　
問
＝
中
嶋
　
昭
（
公
益

財
団
法
人
日
産
厚
生
会
玉
川

病
院
・
理
事
長
）

特
別
参
与
＝
阿
曽
佳
郎
（
藤

島
県
病
院
事
業
管
理
者
）

顧
　
問
＝
村
上
信
乃
（
地
方

独
立
行
政
法
人
総
合
病
院
国

保
旭
中
央
病
院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
行
天
良
雄
（
医
事

評
論
家
）

顧
　
問
＝
岡
留
健
一
郎
（
済

生
会
福
岡
総
合
病
院
・
名
誉

院
長
）

顧
　
問
＝
瀬
戸
嗣
郎
（
地
方

独
立
行
政
法
人
静
岡
県
立
病

院
機
構
静
岡
県
立
こ
ど
も
病

院
・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
加
藤
幸
男
（
Ｊ
Ａ

愛
知
厚
生
連
江
南
厚
生
病
院

・
名
誉
院
長
）

顧
　
問
＝
加
藤
　
誠
（
成
田

名
誉
会
長
＝
今
泉
暢
登
志

（
福
岡
赤
十
字
病
院
・
名
誉

院
長
）

顧
　
問
＝
相
澤
孝
夫（
一
般
社

団
法
人
日
本
病
院
会
・
会
長
）

顧
　
問
＝
堺
　
常
雄
（
一
般

社
団
法
人
日
本
病
院
会
・
名

誉
会
長
）

顧
　
問
＝
山
本
修
三
（
一
般

社
団
法
人
日
本
病
院
会
・
名

誉
会
長
）

顧
　
問
＝
土
井
章
弘
（
公
益

財
団
法
人
操
風
会
・
総
院
長
）

顧
　
問
＝
大
濱
紘
三
（
前
広

名
誉
会
長
・
顧
問
・

特
別
参
与
名
簿
（
敬
称
略
）
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